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　各学校におけるキャリア教育の実践が、その教育目標を達成し、さらにより効果的な

ものとなるように発展させていくためには、キャリア教育の目標を明確にした上で、適

切な評価を行うことが大切です。

　キャリア教育における評価には、児童生徒の現状や学びの成果を把握する「見取り」

と、見取りの結果や全体的な教育活動の実施状況を把握する「点検」の側面がありま

す。評価を行う際には、キャリア教育を通して、目指す児童生徒の姿に達成することが

できたか、また、達成するために有効な活動を行うことができたかなど、目標や計画に

立ち返り、検証改善サイクルを推進することが大切です。

「見取り」、「点検」を行うポイント

見取り 点検

・学んだことを生活や社会につなげることが

できるよう、社会的・職業的自立に向けて

身に付けさせたい力を明確にする

・児童生徒の実態を踏まえた「目指す児童生

徒の姿」を具体的に設定する

・身に付けさせたい力が、将来の生き方や進

路決定にどのように結びつくか示すなど、

児童生徒と共有する

・学校全体で、継続的に実践を進められる

体制をつくる

・身に付けさせたい力と、各教科等との関

連が指導計画内に具体的に示されている

など実践の一貫性を確認する

・家庭や地域とねらいを共通し連携を図る

など、キャリア教育の充実につながる関

係をつくる

生徒が自ら職業や自己の進路に係る課題を設定するなど目的を明確化する

十分な事前指導・事後指導を実施し、レポートなどにまとめ発表するなど、さらに

探究を連続する
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　そのためには、学級（ホームルーム）活動等の指導を工夫するなどガイダンスの機能の充

実を図るとともに、学校が進路指導の目標をもち、その実現を目指して教育活動全体を通じ

計画的、継続的な指導を行うことが必要です。

　したがって、小学校の段階から「自分がどう生きるか」について指導・援助し、社会的

に真に自立した自己の在り方生き方を確立させることや、児童生徒の意欲や努力を重視

し、児童生徒自ら選択した進路を堂々と進んでいけるように、児童生徒の将来における自

己実現に向けて適切な指導に当たることが大切です。
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学校の教育活動全体を通じて行われる進路指導 

 進路指導に当たっては、家庭・地域と連携し、体験的な学習を重視するとともに、各学校

ごとに目標を設定し、教育課程に位置付けて計画的に行い、その状況や成果について絶えず

評価を行うことが大切です。 

 各教科・科目、道徳科、特別活動などにおいては、次のような視点をもって在り方生き方

に関する指導を充実させていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校段階に応じた指導 

 学校と社会の円滑な接続を図るためには、望ましい勤労観や職業観及び職業に関する知識

や技能を身に付けさせるとともに、自己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態

度を育てる教育を発達の段階に応じて実施することが大切です。 

 

 

 

 

 

 
 

特に、進学希望の中学生に対しては、次の三つの点について指導することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科・科目 

・児童生徒の職業に対する意識の醸成

や、進路選択の能力や態度を育成する。 

・進路情報の提供の場として、情報活用能

力（収集、整理、活用など）を育成する。 

 

 

 

 

特別活動 

・在り方生き方に関する指導の中心として学

級（ホームルーム）活動の時間を計画的に活

用する。 

・学校行事では、勤労生産・奉仕的行事を中心

に、体験的な活動や啓発的な体験を行う。 

 

 

 

道徳科 

（小・中学校） 

・よりよい生き方についての内面的な資質

を養う。 

（高等学校） 

・人間としての調和のとれた発達を図り、

自らの行動を選択・決定できる資質を養 

 う。 

 

総合的な学習（探究）の時間 
（小・中学校） 
・横断的・総合的な学習や探究的な学習を
通して、自己の生き方を考えることがで
きるようにする。 

（中学校） 
・職業や自己の将来に関する学習活動
などを行う。 

（高等学校） 
・横断的・総合的な学習や探究的な学習を
通して、自己の在り方生き方を考えなが
ら、よりよく課題を発見し解決していく
ための資質・能力を育成する。 

学校の教育活動全体を 

通じて行われる進路指導 

小 学 校 

自己をかけがえのない存

在として意識させるととも

に、自己を見つめ、自己の

生き方について学ぶ機会を

もたせる。 

 

 

 

中 学 校 

自分の個性や適性を十

分理解して、将来への夢

や希望を抱き、その実現

に向けての努力を援助す

る。 

高 等 学 校 

上級学校の具体的な教育内容や

卒業後の職業選択との関係、企業

の活動や職業生活について、具体

的な情報を収集したり、就業体験

の機会をもたせたりする。 

○ 自分の個性や適性を理解し、高等学校での学習内容や活動についてしっかりした

目的をもつこと 

○ 学力だけで学校を選ぶのではなく、各学校の教育内容やその特色を理解すること 

○ 自分の意思で志望校を選択し、志望の実現に向けて努力すること 
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